











































































ブラシ毛の長さは 9 ～ 12mm のナイロン製で，持ち手の































欠損がある部位，13 歯（右上顎：第 1・2・3 前臼歯と第 2
後臼歯，右下顎：第 1 前臼歯と第 3 後臼歯，左上顎：第 1・ 











右側が 28±7 回，左側が 34±23 回，切歯が 7±7 回であっ
た。改良型歯ブラシでは，右側が 20±10 回。左側が 23±




第 4 前臼歯，左右上顎第 1 後臼歯舌側，左上顎第 1 後臼歯
頬側，右下顎第 2・3・4 前臼歯頬側，左下顎第 3・4 前臼




5 頭中 4 頭において右上顎犬歯頬側に，5 頭中 3 頭におい
て右上顎第 3 切歯頬側に共通して残存がみられた。また
1 頭でも残存した部位を合わせると計 18 か所確認された
（Table 4）。
一方改良型歯ブラシにおいては，5 頭中 2 頭に共通した
部位は，右上顎第 3 切歯頬側，右上顎犬歯頬側であった。









特に対象犬 A と D は対照的な反応をみせた。噛む回数
では，対象犬 A が市販歯ブラシ 51 回，改良型歯ブラシ 40
回で最も多く，ストローク数では，対象犬 D が市販歯ブ
ラシ 40 回，改良型歯ブラシ 33 回で最も多かった。一方，
プラーク残存部位では対象犬 A は，市販歯ブラシで 30 か
所中 9 か所，改良型歯ブラシで 30 か所中 0 か所であり，
対象犬 D では，市販歯ブラシで 29 か所中 4 か所，改良型























Fig. 1   ストローク数の分析区分 Fig. 2   対象犬 5 頭におけるストローク数の平均数
Table 2.   対象ビーグル犬の詳細
対象イヌ 性別 年齢 スケーリング経験 フード 欠損歯
A ♂（去勢済み） 6 歳 1 回（2013 年） ドライフード 2 歯
B ♀（避妊済み） 8 歳 1 回（2011 年） ドライフード 7 歯
C ♀（避妊済み） 7 歳 ― ドライフード ―
D ♀（避妊済み） 8 歳 ― ドライフード 9 歯
E ♀（避妊済み） 7 歳 ― ドライフード 5 歯
Table 3.   歯磨き前にプラークの付着がみられた各部位の頭数（頭）n=5
I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3
右
上顎
頬側 ― 4 3 5 ― ― ― 5 4 ― ―
舌側 ― 0 0 0 ― ― ― 5 5 ― ―
下顎
頬側 0 0 0 2 ― 5 5 5 4 1 ―
舌側 0 0 0 0 ― 1 1 0 1 0 ―
左
上顎
頬側 0 1 3 5 ― ― ― 5 5 ― ―
舌側 0 0 0 0 ― ― ― 5 5 ― ―
下顎
頬側 0 0 3 4 ― 4 5 5 5 ― ―































Table 6.   各対象犬のストローク数、噛む回数、歯ブラシに対する反応、プラーク残存部位
ストローク数（回） 噛む回数（回） プラーク残存部位（箇所）
対象犬 歯ブラシに対する反応 市販 新型 市販 新型 市販 新型
A 噛む 25 10 51 40 2/30 0/30
B 顔をそむける 14 10 35 26 11/23 4/23
C 近づかない 16 10 11 5 8/32 5/32
D 噛まない 40 33 9 11 9/29 6/29
E 顔をそむける 20 17 44 12 4/29 5/29
Table 4.   市販歯ブラシにおいて歯磨き後にプラークの残存がみられた各部位の頭数（頭）n=5
市販 I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3
右
上顎
頬側 ― 0 3 4 ― ― ― 2 0 ― ―
舌側 ― 0 0 0 ― ― ― 2 1 ― ―
下顎
頬側 0 0 0 0 ― 2 2 1 1 0 ―
舌側 0 0 0 0 ― 0 0 0 1 0 ―
左
上顎
頬側 0 0 2 2 ― ― ― 1 0 ― ―
舌側 0 0 0 0 ― ― ― 2 1 ― ―
下顎
頬側 0 0 0 1 ― 0 0 1 1 ― ―
舌側 0 0 0 0 ― 0 0 0 0 ― ―
Table 5.   改良型歯ブラシにおいて歯磨き後にプラークの残存がみられた各部位の頭数（頭）n=5
新型 I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3
右
上顎
頬側 0 0 2 2 ― ― ― 1 0 ― ―
舌側 0 0 0 1 ― ― ― 1 0 ― ―
下顎
頬側 0 0 0 0 ― 1 1 0 1 0 ―
舌側 0 0 0 0 ― 0 0 0 0 0 ―
左
上顎
頬側 0 0 1 1 ― ― ― 1 0 ― ―
舌側 0 0 0 0 ― ― ― 1 0 ― ―
下顎
頬側 0 0 0 0 ― 1 0 0 0 ― ―
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The Effectiveness of a Newly Developed Toothbrush for the Dog 
～ on the removal of plaque effect and reaction of dogs having no toothbrushing experience ～ 
～ the plaque removal effect by the new model toothbrush and the dentifrice reaction in dogs ～
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Abstract
The simplified toothbrushing is necessary for the owners having skill shortage for toothbrushing. Thus, 
we are advancing development of an easy-to-use toothbrush. In the investigation using model of jaw, 
the performance of a newly developed toothbrush was compared with that of commercially available 
toothbrush. In a result of a newly developed toothbrush, the count of stroke and time of brushing were 
on a declining trend. The bristles of brush were overall planted on the apical part of newly developed 
toothbrush to consider last molars where dental plaque remain more easily. On the other hand, since a 
string of studies have been done using model of jaw, the effects of a newly developed toothbrush was 
investigated using beagle dogs（n=5）having no toothbrushing experience in the present study. As a 
result, the use of a newly developed toothbrush was effective against the removal of plaque and reduction 
of count of stroke.
The effective toothbrushing by a newly developed toothbrush was also verified using living animals.
Key words : veterinary nursing, brushing of teeth, a new toothbrush for dog
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